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研究組織
本科学研究費補助金により、進行性腎疾患における長期的
運動療法の有効性の機序を解明し、長期的運動療法の効果お
よび意義を明らかにすることを目的として、慢性腎不全モデ
ルラットを用いた基礎的研究を行った。
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研究成果
モデルラットに対する
【方法】雄性Wistar－Kyotoラットを用いて5／6腎摘除慢性腎不全モデルを作
成した。腎摘ラットを以下の5群、1）普通食（NPD）群（蛋白質18．7W％）、2）低
蛋白食（LPD）群（蛋白質12．6W％）、3）NPD＋運動（EX）群、4）LPD＋EX群、5）偽
手術群（S）に分け、12週間にわたって治療した。全てのラットは明暗時間、気
温、湿度を一定にした専用飼育室内の代謝ケージで飼育した。EX　としては、
ラット用トレッドミル装置を用いて、1日1回60分間、週に5日間、12週間
にわたる運動負荷を行った。EX開始前と開始後12週間にわたって、定期的に、
収縮期血圧（SBP）、体重、摂食量、尿量、24時間尿蛋白排泄量（UP）を測定した。
また、トレッドミル試験と呼気ガス分析を行って最高酸素摂取量（peakVO2）を
測定した。実験最終日に断頭採血し、血清クレアチニン（Scr）、血液尿素窒素
（BUN）を測定した。また、残存腎の糸球体硬化指数（IGS）、皮質問質容積率（RIV）、
糸球体ED－1発現細胞数と大腿骨の石灰化骨率を評価した。
【結果】慢性腎不全ラットのpeakV02はSラットに比較して有意に低値を示
し、腎摘ラットにおける運動耐容能の低下が示唆された。また、腎摘ラットの
走行速度20m／分での酸素摂取量はpeakV02の約80％であった。慢性腎不全
ラットの大腿骨の成長軟骨と海面骨部分には、石灰化障害が生じていた。NPD
群に比較してLPD群のUP、Scr、BUN、IGS、RIVは有意に低値を示し、ま
た、NPD群に比較してNPD＋EX群のSBP、IGS、RⅣは有意に低値を示し
た。LPD＋EX群の糸球体ED－1発現細胞数はNPD群に比較して、IGSとⅢV
はLPD群に比較して、また、UP、BUN、IGSはNPD＋EX群に比較して、各々
有意に低値を示した。以上より、LPDとEX単独療法による腎保護効果と、LPD
とEXの併用による腎保護効果の増強が示唆された。
モデルラットに
01mesartan（OLS）のンジオテンシンⅠⅠ
腎機能、腎組戴障害、尿蛋日排泄量、骨代謝、骨格筋に対する影響
【方法】雄性Wistar－Kyotoラットを手術し、5／6腎掃除慢性腎不全モデルを作
成した。腎摘ラットを以下の6群、1）NPD群、2）EX＋NPD群、3）LPD群、
4）EX＋LPD群、5）EX＋LPD＋OI．S群、6）Sに分け、12週間にわたって治療した。
EXは、トレッドミル装置を用いて、1日1回60分間ずつ、週に5日間、12週間に
わたって行った。EX開始前と開始後12週間にわたって、定期的に体重、摂食
量、尿量、UP、運動負荷試験時の呼気ガス分析による運動耐容能を測定した。
最終日に断頭採血し、Scr、BUNを測定した。心、大動脈、腎、大腿骨、ヒラ
メ筋、長址伸筋を摘出し、組織学的に検討した。
【結果】NPD群に比較して、LPD群のUP、．Scr、BUN、IGS、RⅣ、NPD＋EX
群のSBP、BUN、IGS、RIV、さらに、LPD＋EX群の糸球体ED－1発現細胞数
は、各々有意に低値であった。NPD＋EX群に比較して、LPD十EX群のUP、BUN、
IGS、RⅣは有意に低値であった。特に、IRD＋EX＋0LS群のRⅣとSBPは他
の腎摘群の中で最も低値であった。慢性腎不全ラットの大腿骨の成長軟骨と海
面骨部分には、石灰化障害が生じていた。また、EXによるヒラメ筋毛細血管密
度およびタイプⅠ線経の増加を認めた。
【結論】LPDとEX単独による腎保護効果と、LPDとEXの併用による腎保
護効果の増強が示唆された。また、EXによる、体力（持久力）の改善に重要なタ
イプⅠ線維比や毛細血管の増加効果が示唆された。特に、ⅠガD、EXおよび0Ⅰ5
の3着併用が腎皮質問質増殖抑制効果を増強し、腎機能の指標である、Scrと
BUNを増悪させることなく慢性腎不全モデルラットの高血圧を改善させた。
以上より、進行性腎疾患における運動療法の有効性の機序を解明する重要な手
がかりが得られた。
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63．上月正博：内部障害のリハビリテーション：最近の話題。第16回日本リハ
ビリテーション医学会東北地方会、弘前市、2∝拘．10．．
64．上月正博：循環器疾患とリハビリテーション：第15回都民公開講座（疾病
予防とリハビリテーション）、東京、2005．2．19．
65．上月正博：シンポジウム：日本における老人リハビリ医学の現状と展望。21
世紀老人福祉・シルバー産業の展望と発展の方向に関する国際シンポジウム、
韓国、2（氾5．4．27．
槌．上月正博：急性期および回復期心疾患リハビリテーションの実態調査、普
及と科学的な効果検証。厚生労働省循環器病研究委託費（15指－2）「わが国に
おける心疾患リハビリテーションの実態調査と普及促進に関する研究班」会
議、大阪市、2（氾5．3．5．
即．上月正博：教育講演：内部障害のリハビリテーションの進歩と将来展望。
日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育研修会（近畿地
方会）、和歌山市、2005．10．1．
68．上月正博：特別講演：呼吸リハビリテーション再考。第15回日本呼吸管理
学会学術集会、仙台市、2（氾5．7．29．
69．上月正博：講義：循環器疾患とリハビリテーション。2（氾5年順天堂大学都
民公開講座「疾病予防とリハビリテーション」、東京、2005．2．19．
70．上月正博：パネルディスカッション：臨床研修必修時代におけるリハビリ
テーション科専門医養成システム：東北大学におけるリハビリテーション科
専門医養成システム。第17回日本リハビリテーション医学会専門医会学術
集会、青森市、2（氾5．10．22．
71．上月正博：教育講演：腎臓リハビリテーション：現況と将来展望。日本リ
ハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2005．6．18．
72．上月正博：特別講演：欧州における温泉医学の新しい動向：チェコ・ブル
ノ大学の新プロジェクト。平成17年度日本温泉気候物理医学会温泉療法医
会東北地区研修会、鳴子、2（氾5．11．12．
73．上月正博、木田厚瑞、千住：鼎談：慢性呼吸器疾患の呼吸リハビリテーシ
ョン：プライマリケアはどうかかわっていくか。東京、2（氾5．11．21．
74．上月正博：特別講演：高齢者のリハビリテーション：現状と課題。石巻港
湾病院公開講座、石巻、2005．2．24．
75．上月正博：講義：運動負荷心電図。健康運動指導士講義、仙台市、2005．3．19．
76．上月正博：特別講義：高齢者リハビリテーションの現状と課題：日本の事
例を中心に。2005年韓国Wbosong大学講義、東京、2005．1．11．
77．上月正博：講義：心臓病の運動療法Ⅰ。健康運動指導士講義、仙台市、2（氾5．3．19．
78．上月正博：講義：心臓病の運動療法ⅠⅠ。健康運動指導士講義、仙台市、2005．3．19．
79．上月正博：特別講演：循環器疾患におけるレニン・アンジオテンシン系薬
剤とリハビリテーションの重要性、登米市、2（氾5．4．21，
弧上月正博：特別講演：東北大学病院医学講座：呼吸・循環のリハビリテー
ション。仙台市、2005．4．24．
81．上月正博：特別講義：内部障害。北九州更生相談所講演、北九州市、2（氾5．6．2．
82．上月正博：講演：呼吸・循環障害のリハビリテーション。河北健康の医学
教室、仙台市、2（旧5．6．14．
83．上月正博：講演：低体力者・生活習慣病患者への新戦略：運動負荷・運動
処方の理論と実際。仙台市医師会拡大スポーツ医学会講習会、仙台市、2005．8．9．
84．上月正博こ特別講演：心筋梗塞患者に対するRA系抑制薬とリハビリテーシ
ョンの効果。遠野市医師会学術講演会、遠野市、2（氾5．7．20．
85．上月正博：講話：呼吸リハビリテーションとは。平成17年度呼吸器リハビ
リ教室、仙台市、2（氾5．9．28．
＆6．上月正博：講話：在宅生活を送る内部障害者への対応・支援について：糖
尿病合併症を中心に。平成17年度地域リハビリテーション支援事業研修会、
仙台市、2005．12．12．
87．上月正博：特別講演：「変わるリハビリ」と東北大学障害科学。東北大学長
陵同窓会山形県支部学術集会、山形市、2005．11．23．
88．上月正博：急性期および回復期心疾患リハビリテーションの実態調査、普
及と科学的な効果検証。厚生労働省循環器病研究委託費（15指一2）「わが国に
おける心疾患リハビリテーションの実態調査と普及促進に関する研究班」会
議、大阪市、2（X姫．3．11．
89．上月正博：教育講演：内部障害のリハビリテーション：常識のウソ。日本
リハビリテーション医学会北海道地方会教育請演会、札幌市、2006．3．4．
90．上月正博：特別講義：高齢者リハビリテーションの現状と課題。2∝垢年韓
国Woosong大学講義、東京、2∝略．1．12．
91．上月正博：講義：呼吸・循環器系の運動生理とリスク管理。運動器リハビ
リテーション医師研修会、仙台市、2tX帖．2．11．
犯．上月正博：特別講演：内部障害リハビリテーション：常識のウソ。七棄リ
ハビリテーションセンター講演会、津市、2（X帖．2．16．
93．上月正博：特別講演：脳卒中患者へのリハビリテーション負荷について。
健育会講演会、東京、2（X略．2．25．
94．上月正博：講演：よくわかるリハビリテーション：常識のウソと本当の効
果。河北健康の医学教室、仙台市、2（X拓．3．30．
95．黒澤　一、森　倍芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：電子ビームCTによる肺気腫安静呼吸時の肺内動
態撮影と気道の変化。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東
京、2∝陣．6．
96．黒澤　一、森　倍芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：肺気腫患者における呼吸理学療法の肺気量に及ぼ
す影響。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2004．6．
91黒澤　一、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：重症肺気腫患者の一秒量測定時呼気における努力
の程度の影響。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2佃．6．
98．黒澤　一、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：重症心身障害児・者の安静呼吸諸指標と脊髄変形
との関連性。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2脱．6．
99．黒澤　一、松本香好美、森　直樹、佐野裕子、新里純子、山川麻貴、森　倍
芳、後藤菓子、飛田　渉、上月正博：COPDスクリーニングに用いられる簡
易肺機能測定二機種の測定値比較。第14回日本呼吸管理学会学術集会、大
宮、2∝何．8．
1（対．黒澤　一、飛田　渉、松本香好美、佐野裕子、森　直樹、後藤葉子、新里
純子、山川麻貴、上月正博：重症肺気腫及び健常者における安静喚気時の気
管内腔断面積変化。第14回日本呼吸管理学会学術集会、大官、■2∝蜂．8．
101．黒澤　一、松本香好美、佐野裕子、森　直樹、後藤菓子、新里純子、山川
麻貴、飛田　渉、半田健寿、上月正博：BarthelIndexを用いた慢性呼吸不
全患者のADL評価。第14回日本呼吸管理学会学術集会く　大宮、2榊．8．
102．黒澤　一、田中一徳、松本香好美、佐野裕子、森　直樹、山川麻貴、新里
純子、飛田　渉、上月正博：在宅酸素療法患者に対する宮城県内自治体サポ
ートの調査一電気使用料の補助その他について－。第19回呼吸不全講演会、
仙台市、2005．3．5．
103．黒澤　一、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、新里純
子、小川美歌、南　尚義、金澤雅之、上月正博：簡単にベッドサイドで測定
可能な肺機能測定器と標準型の比較。第42回日本リハビリテーション医学
会学術集会、金沢市、2005．6．17．
104．黒澤　一、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、新里純
子、小川美歌、南　尚義、金澤雅之、上月正博：呼吸リハビリテーションに
おける口すぼめの呼吸の生理一口すぼめ時の鼻咽頭閉鎖機構－。第42回日
本リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2（泊5．6．17．
105．黒澤　一、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、山川麻貴、新里純
子、小川美歌、南　尚義、金澤雅之、上月正博：呼吸リハビリテーションに
おける口すぼめの呼吸の生理一健常者口すぼめ時の呼吸抵抗－。第42回日
本リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2005．6．17．
106．果渾　一、田中一徳、松本香好美、佐野裕子、森　直樹、山川麻貴、新里
純子、田作　豊、飛田　渉、上月正博：在宅酸素療法患者に対する宮城県内
自治体の酸素濃縮器電気使用料の補助制度の調査。第15回日本呼吸管理学
会学術集会、仙台市、2（氾5．7．29．
107．森　倍芳、後藤菓子、黒澤　一、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：当院における脳死肺移植前後のリハビリテーショ
ン　第7報　肺移植後3年半の経過報告。第41回日本リハビリテーション
医学会学術集会、東京、2004．6．
108．森　倍芳、後藤葉子、黒澤　一、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、南　尚
義、金澤雅之、上月正博：当院における脳死肺移植前後のリハビリテーショ
ン　第6報　5例の1年後の経過比較。第41回日本リハビリテーション医
学会学術集会、東京、2004．6．
109．森　信芳、後藤葉子、黒澤　一、松本香好美、佐野裕子、森　直樹、田作　豊、
上月正博：当院における脳死肺移植前後のリハビリテーション。第15回日
本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2005．7．29．
1m森倍芳、後藤菓子、黒澤一、松本香好美、長坂誠、原田卓、伊藤修、南尚
義、金澤雅之、上月正博：脳死肺移植患者のリハビリテーション：3年の経
過報告、第15回日本リハビリテーション医学会東北地方会、福島、2∝粗．3．20．
111．金澤雅之、佐々木裕子、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一
南　尚義、山川麻貴、上月正博：5／6腎摘徐腎不全モデルラットの腎機能お
よび腎病変に対する長期的運動とenalaprilの併用効果。第41回日本リハビ
リテーション医学会学術集会、東京、2∝姥．6．
112．金澤雅之、佐々木裕子、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一
南　尚義、山川麻貴、上月正博：5／6腎摘慢性腎不全ラットの腎機能に対す
る運動、低タンパク食とアンジオテンシンⅡ受容体括抗薬の併用効果。第41
回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2α沖．6．
113．金澤雅之、森　倍芳、長坂　誠、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一、南　尚
義、山川麻貴、上月正博：宮城県における急性心筋梗塞後リハビリテーショ
ンと生活変容の現状。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東
京、2（X蜂．6．
114．金澤雅之、久留利葉菜、森　侶芳、長坂　誠、小川美歌、河村孝幸、吉田
俊子、伊藤　修、南　尚義、上月正博：宮城県における急性心筋梗塞後リハ
ビリテーションと生活変容の現状。第10回日本心臓リハビリテーション学
会、相模原市、2004．9．
115．金澤雅之：高血圧治療ガイドライン（JSH2∝叫の改訂ポイントと心腎保護を
考慮した降庄薬治療、大館市北秋田郡医師会、鹿角市鹿角耶医師会、大館北
秋薬剤師会、鹿角薬剤師会学術講演会、大館市、2仰5．3．15．
116．金澤雅之、河村孝幸、佐々木裕子、石田篤子、山川麻貴、新里純子、森　倍
芳、長坂　誠、小川美歌、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一、南　尚義、上月
正博：5／6腎摘除腎不全モデルラットの腎機能，腎病変と骨格筋に対する長期
的運動とenalaprilの併用効果、第42回日本リハビリテーション医学会学術
集会、金沢市、2005．6．17．
117．金澤雅之、佐々木裕子、石田篤子、河村孝幸、山川麻貴、新里純子、森　信
芳、長坂　誠、小川美歌、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一、南　尚義、上月
正博：5／6腎摘除慢性腎不全モデルラットにおける長期的運動（EX），低タンパ
ク食療法（LPD）とolmesartan（OLS）の併用効果、第42回日本リハビリテーシ
ョン医学会学術集会、金沢市、2005．6．17．
11臥金澤雅之、石田篤子、佐々木裕子、河村孝幸、山川麻貴、新里純子、森　信
芳、長坂　誠、小川美歌、原田　卓、伊藤　修、黒澤　一、南　尚義、上月
正博：糖尿病性腎症（DN）モデルラットにおける長期的運動（EX）とアンジオテ
ンシンⅠⅠ受容体括抗薬losartan（LOS）による高血凪腎および持久力に対する効
果、第42回日本リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2005．6．17．
119．金澤雅之、佐々木裕子、伊藤　修、南　尚義、上月正博：5／6腎摘除腎不
全モデルラットの腎機能，腎病変と骨格筋に対する長期的運動とenalaprilの併
用効果、第28回日本高血圧学会総会、旭川市、2005．9．16．
120．伊藤　修、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、黒澤　一、南　尚義、金澤雅
之、上月正博：運動の腎保護作用におけるアラキドン酸山酸化の意義（その
1）一加齢変化と性差の影響。第41回日本リハビリテーション医学会学術
集会、東京、2004．6．
121．伊藤　修、森　信芳、長坂　誠、原田　卓、黒澤　一、南　尚義、金澤雅
之、上月正博：運動の腎保護作用におけるアラキドン酸∽酸化の意義（その
2）一長期的運動による影響。第41回日本リハビリテーション医学会学術集
会、東京、2∝叫．6．
122．伊藤　修、片岡ひとみ、新里純子、山川麻貴、森　倍芳、長坂　誠、小川
美歌、南　尚義、黒澤　一、金澤雅之、佐藤自伸、丹野　尚、石田一彦、上
月正博：経皮経食道胃管挿入術（mlEG）を施行した囁下障害の2例。第16
回日本リハビリテーション医学会東北地方会、弘前市、2（X河．10．
123，伊藤　修、中村保宏、詳　魔弾、南　尚義、金澤雅之、伊藤貞嘉、笹野公
伸、上月正博：脂肪酸W水酸化酵素CYP4AとCYP4Fのヒト腎臓における局
在。第17回腎と脂質研究会、東京、2005．3．
124．伊藤　修、新里純子、山川麻貴、森　倍芳、長坂　誠、小川美歌、南　尚
義、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：経皮経食道胃管挿入術（PTEG）を試みた
囁下・摂食障害の3例。第42回日本リハビリテーション医学会、金沢市、
2005．6．18．
125．伊藤　修、中村保宏、諦　麗辞、佐々木裕子、金澤雅之、伊藤貞嘉、笹野
公伸、上月正博：アラキドン酸o水酸化酵素CYP4AとCYP4Fのヒト腎臓に
おける局在。第48回日本腎臓学会、横浜市、2005．6．23．
126．伊藤　修、中村保宏、辞　麗辞、佐々木裕子、南　尚義、金澤雅之、伊藤
貞嘉、笹野公伸、上月正博：20－HETE産生酵素mP4AとCYP4Fのヒト組織
における発現。第28回日本高血圧学会、旭川市、2（氾5．916．
127．伊藤　修、森　建文、AlbertSarkis、RichardJ．Roman、AllenWCowley、伊
藤貞嘉、上月正博：Bra血eboro尿崩症ラットの腎機能、オキシトシン分泌に
対するチトクロームP－450阻害薬の効果。第11回日本内分泌学会東北地方会、
青森市、2（氾5．11．12．
128．伊藤　修、中村保宏、帝　摩洋、伊藤貞義、笹野公伸、上月正博：アラキ
ドン酸W水酸化酵素CYP4AとCYP4Fのヒト組織における発現。第9回日本
心血管内分泌代謝学会、東京、2（泊5．11．18．
129．伊藤　修、室谷嘉一、森　倍芳、長坂　誠、小川美歌、南　尚義、黒澤　一、
金澤雅之、上月正博：運動療法と食事療法により脂肪性肝障害の改善が認め
られた小児肥満の一例、第19回日本リハビリテーション医学会東北地方会、
山形市、2（X帖．3．25．
130．南　尚義、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、黒澤　一、金澤雅之、上月正
博：運動療法と女性ホルモンの自立神経機能に与える影響について。第41
回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2004．6．
131．南　尚義、森　倍芳、長坂　誠、伊藤　修、黒澤　一、金澤雅之、上月正
博：運動負荷時血行動態の変化と自立神経機能の変化について。第41回日
本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2∝何．6．
132．南　尚義、森　信芳、山川麻貴、新里純子、小川美歌、長坂　誠、伊藤　修、
黒澤　一、金澤雅之、上月正博：運動とアンジオテンシン変換酵素阻害薬の
血圧，心血管肥大，大動脈壁コンプライアンスへの効果、第42回日本リハビ
リテーション医学会学術集会、金沢市、2005．6．16．
133．南　尚義、河村孝幸、森　信芳、山川麻貴、新里純子、小川美歌、長坂　誠、
伊藤　修、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：運動とアンジオテンシン変換酵
素阻害薬の骨格筋筋繊維タイプへの影響と運動耐容能との関係、第42回日
本リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2（旧5．6．16．
134．南　尚義、森　信芳、山川麻貴、新里純子、小川美歌、長坂　誠、伊藤　修、
黒澤　一、金澤雅之、上月正博：心拍変動Ⅵねvelet解析を用いた運動負荷試
験中自律神経機能の評価（嫌気性代謝問値との関係）、第42回日本リハビ
リテーション医学会学術集会、金沢市、2005．6．17．
135．南　尚義、河村孝幸、森　倍芳、山川麻貴、新里純子、小川美歌、長坂　誠、
伊藤　修、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：運動とアンジオテンシン変換酵
素阻害薬の骨格筋毛細血管密度への影響と運動耐容能との関係、第42回日
本リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2（氾5．6．17．
136．南　尚義、伊藤　修、金澤雅之、上月正博：運動負荷後認められる自律神
経・圧受容体反射機能の変化と血行動態との関係、第28回日本高血圧学会
総会、旭川市、2（氾5．9．15．
137．長坂　誠、上月正博、藤居　徹、森　信芳、市江雅芳：ラット骨格筋に対
する持続的微弱電気刺激による血管新生効果（第7報）HGFの経時的変化。
第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2∝粗．6．
138．長坂　誠、上月正博、藤居　徹、森　信芳、市江雅芳：ラット骨格筋に対
する持続的微弱電気刺激に対する血管新生効果（第8報）血管新生因子の
mRNAの比較。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2∝鵬．6．
139．長坂　誠、伊藤　修、山川麻貴、新里純子、森　倍芳、小川美歌、南　尚
義、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：多発性脳梗塞後に発症したdysphagialusoria
（奇形性囁下障害）の一例。第17回日本リハビリテーション医学会東北地
方会、仙台市、2（氾5．3．
140．長坂　誠、伊藤　修、山川麻貴、新里純子、森　信芳、小川美歌、南　尚
義、黒澤　一、金澤雅之、渡連裕志、上月正博：多発性脳梗塞後に発症した
dysphasialusoria（奇形性囁下障害）の一例。第11回日本摂食・囁下リハビリテ
ーション学会、名古屋市、2（氾5．9．3．
141．原田　卓、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、南　尚義、黒澤　一、金澤雅
之、佐藤徳太郎、上月正博：高度の肥満患者に対する包括的リハビリテーシ
ョンの有効性。第41回日本リハビリテーション医学会学術集会、東京、2脚．6．
142．原田　卓、渡連裕志、山川麻貴、森　倍芳、長坂　誠、小川美歌、伊藤　修、
南　尚義、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：脳出血により重度の運動機能障
害を伴った肥満症例に対し、リハビリテーションが著効し得た2例。第17
回日本リハビリテーション医学会東北地方会、仙台市、2（氾5．3．
143．原田　卓、渡辺裕志、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、南　尚義、黒澤　一
金澤雅之、佐藤徳太郎、上月正博：脳卒中症例の脂質代謝に及ぼすリハビリ
テーションの影響、第42回日本リハビリテーション医学会学術集会、金沢
市、2（氾5．6．17．
141．原田　卓、渡辺裕志、金澤雅之、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、南　尚
義、黒澤　一、佐藤徳太郎、上月正博：脳出血により重度の運動機能障害を
伴った肥満症例に対し，リハビリテーションが著効し得た2例、第42回日本
リハビリテーション医学会学術集会、金沢市、2（氾5．6．17．
145．原田　卓、小林紳一、曽根正彦、金澤雅之、黒澤　一、佐藤徳太郎、上月
正博：脳出血を呈したメタポリックシンドローム症例に対するリハビリテー
ションの経験、第18回日本リハビリテーション医学会東北地方会、秋田市、
2005．11．12．
146．松本香好美、黒澤　一、佐野裕子、森　直樹、後藤葉子、森　倍芳、上月
正博：看護師を対象とした肺理学療法の研修会の実施とその事後調査。第14
回日本呼吸管理学会学術集会、大宮、2∝叫．8．
147．松本香好美、黒澤　一、佐野裕子、森　直樹、後藤菓子、森　宿芳、上月
正博：呼吸理学療法が重症肺気腫患者の呼吸メカニクスに及ぼす影響。第14
回日本呼吸管理学会学術集会、大宮、2∝拘．8．
148．松本香好美、黒澤　一、今西里任、佐野裕子、森　直樹、森　信芳、上月
正博：宮城県仙台市中心部におけるファーストフード店及びカフェの禁煙実
態調査。第15回日本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2〔船5．7．29．
149．松本香好美、黒澤　一、佐野裕子、森　直樹、田作　豊、上月正博：重症
COPD患者における呼吸理学療法の持続効果をみた1例。第15回日本呼吸管
理学会学術集会、仙台市、2005．7．30．
150．山川麻貴、黒澤　一、上月正博：肺炎患者のD－dimer上昇と低酸素血症の
関係。第14回日本呼吸管理学会学術集会、大宮、2∝陣．8．
151．新里純子、黒澤　一、上月正博：在宅酸素療法（HOT）を施行した
Wilson－Mikity syndromeの1例。第14回日本呼吸管理学会学術集会、大宮、
2（X姥．8．
152．新里　純子、黒澤　一、山川　麻貴、森　信芳、長坂　誠、小川　美歌、
伊藤　修、南　尚義、金澤　雅之、上月　正博：在宅酸素療法（HOT）を施行
したWIson－Mikity syndromeの1例の検討。第42回に本リハビリテーション
学会学術会、金沢市、2005．6．17．
153．森　直樹、黒澤　一、松本香好美、佐野裕子、森　信芳、上月正博：脊柱
変形を有する重症心身障害児・者の異常呼吸パターン。第14回日本呼吸管
理学会学術集会、大宮、2∝陣．8．
154．森　直樹、黒澤　一、松本香好美、佐野裕子、森　倍芳、上月正博：重症
心身障害児・者の脊柱側轡カーブパターンは呼吸に影響を与えるか。第15
回日本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2∝）5．7．30．
155．小林大介、佐藤房郎、半田健寿、黒澤　一、上月正博：心臓手術後の運動
療法前後における肺機能変化。第14回日本呼吸管理学会学術集会、大宮、
2∝）4．8．
156．小林大介、佐藤房邸、半田健寿、黒澤一、金澤雅之、上月正博：非開胸心
臓手術後患者の運動療法前後における肺機能変化一閃胸術後患者と比較して
－、第69回日本循環器学会総会・学術集会、横浜市、2005．3．20．
157．小林大介、仲冨千瑞、佐藤房郎、半田健寿、黒澤　一、上月正博：開胸手
術術後患者の運動療法と精密肺機能検査から見た肺機能の改善。第15回日
本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2（氾5．7．29．
158．折口秀樹、斎藤宗清、谷口興一、安達　仁、畦地　萌、長山雅俊、角口亜
希子、牧田　茂、佐藤真治、石原俊一、池田こずえ、金澤雅之、大宮一人、
山田純正：第8回世界心臓リハビリテーション学会報告およびベルリンでの
心臓リハビリテーションの現況。第10回日本心臓リハビリテーション学会、
相模原市、2004．9．
159，吉田俊子、金澤雅之、森　信芳、南　尚義、長坂　誠、河村孝幸、久留利
葉菜、上月正博：2週間入院型回復期リハビリテーション後の運動耐容能改
善への影響因子の検討。第10回日本心臓リハビリテーション学会、相模原
市、2∝叫．9．
160．小川美歌、南　尚義、伊藤　修、長坂　誠、森　信芳、新里純子、山川麻
貴、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：慢性胸腹部解離性大動脈癌の待機手術
後に発症した不全対麻痔のリハビリテーションに難渋した症例。第16回日
本リハビリテーション医学会東北地方会、弘前市、2004．10．
161．小川美歌、近藤健男、新藤恵一郎、南尚義、伊藤修、森信芳、新里純子、
長坂誠、山川麻貴、黒澤一、金澤雅之、出江紳一、上月正博：脊髄虚血／再濯
流障害による遅発性神経細胞死症例のリハビリテーション　限局性二次ニュ
ーロン障害に対する障害診断と機能的予後。第42回リハリビリテーション
医学会学術集会、金沢市、2005．6．
162．佐々木裕子、金澤雅之、松本香好美、郭　き、A．Tufescu、評　麗辞、山川
麻貴、新里純子、森　信芳、小川美歌、長坂　誠、伊藤　修、南　尚義、黒
澤　一、上月正博：慢性腎不全モデルラットの腎機能と腎病変に対する低夕
ンバク食（LP），長期的運動（EX）と01mesa鵬am（OLS）の併用効果。第16回
日本リハビリテーション医学会東北地方会、弘前市、2（XM．10．
163．佐々木裕子、金澤雅之、金春花、伊藤修、南尚義、上月正博：5／6腎摘除
腎不全モデルラットの腎障害に対する長期的運動，低タンパク食療法とアンン
ジオテンシンⅠⅠ受容体括抗薬の併用効果、第27回日本高血圧学会総会、宇
都宮市、2∝蜂．10．7．
164．佐々木裕子、金澤雅之、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、黒澤　一、南　尚
義、上月正博：5／6腎摘慢性腎不全モデルラットの腎機能に対する低タンパ
ク食・運動・アンジオテンシンⅠⅠ受容体括抗薬の併用効果、腎疾患と栄養・
代謝・食事フォーラム2005、東京、2005．5．21．
165．佐々木裕子、金澤雅之、伊藤　修、上月正博：5／6腎摘除慢性腎不全モデ
ルラットにおける低蛋白食（LPD），長期的運動（EX）と01mesartan（OLS）
併用の腎保護効果、第48回日本腎臓学会学術総会、横浜市、2（氾5．6．24．
1砧．赤塚消失、金澤雅之、森　倍芳、佐々木裕子、上月正博：5／6腎摘腎不
全モデルラット大腿骨の骨形態学的評価。第17回日本リハビリテーション
医学会東北地方会、仙台市、2005．3．
167．郭　き、南　尚義、森　信芳、長坂　誠、伊藤　修、山川麻貴、新里純子、
小川美歌、黒澤　一、金澤雅之、上月正博：運動とアンジオテンシン変換酵
素阻害薬の高血圧に対する効果。第17回日本リハビリテーション医学会東
北地方会、仙台市、2005．3．
168．岩渕　牌、佐藤寿伸、宮田正弘、中山恵輔、千葉茂実、野城宏夫、宮崎真
理子、酒井志保、金澤雅之、上月正博、田熊淑男、伊藤貞嘉：血液透析患者
における運動療法の影響、第50回日本透析医学会学術集会・総会、横浜市、
2（XI5．6．26．
169．金　春花、森　健文、金澤雅之、遠藤　聡、大高徹也、佐藤　博、上月正
博、伊藤貞嘉：アデノシンAlレセプターの抑制によるDahl食塩感受性高血
圧ラットの尿蛋白減少効果、第28回日本高血圧学会総会、旭川市、2（旧5．9．17．
170．石塚恒夫、伊藤　修、森　建文、南　尚義、金澤雅之、上月正博、尾股　健、
伊藤貞嘉：高血圧自然発症ラット腎臓におけるアンドロゲンによる20－HETE
の産生調節。第17回腎と脂質研究会、東京、2（氾5．3．
171．諦　麗澤、伊藤　修、中村保宏、南　尚義、金澤雅之、伊藤貞嘉、笹野公
伸、上月正博：LocalizationofCYP4ACYP4Fsubfamiliesinhumankidney。第
8回東北腎・高血圧研究会、仙台市、2（氾5．3．19．
172．諦　魔弾、伊藤　修、伊藤大亮、佐々木裕子、森　信芳、長坂　誠、小川
美歌、南　尚義、金澤雅之、上月正博：Zuckerfattyラットの糖・脂質代謝へ
の長期的運動とHMG－CoA還元酵素阻害薬の併用効果、第19回日本リハビ
リテーション医学会東北地方会、山形市、2006．3．25．
173，吉岡恭子、脇野　修、林　晃一、神田武志、＿本間康一郎、立松　覚、高松
一郎、長谷川一宏、菅野直希、伊藤　修、尾腰　健、猿田幸男：PmRγリガ
ンドの内皮機能改善機序。第78回日本内分泌学会、東京、2（氾5．7．8．
174．畠しのぶ、佐野裕子、国鳥美佐、鈴木千勢、田中愛理、上月正博、黒澤一：
パーキンソニズムを呈する患者の息こらえ時間と口すぼめ呼吸時呼吸数。第
15回日本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2005．7．29．
175．千葉和恵、及川明美、果淳一、上月正博、飛田　渉：HOT患者の災害時の
対応に関する意識調査と対策の検討。第15回日本呼吸管理学会学術集会、
仙台市、2005．7．29．
176．後藤　葉子、黒澤　一、森　信芳、松本香好美、上月正博：長期肺移植待
機患者へのリハビリテーション　ー心身機能の推移と問題点一。第38回日
本作業療法学会、長野市、2（X沖，6．
177．後藤葉子、黒澤　一、森　信芳、松本香好美、佐野裕子、上月正博：COPD
患者の生活機能障害。第15回日本呼吸管理学会学術集会、仙台市、2（氾5．7．30．
178．後藤葉子、黒澤　一、上月正博：ADL評価とリハビリテーションの効果。
日本呼吸管理学会、仙台市、2005．7．
179．渡遽美穂子、鹿志村洋次、池田仁、加藤典司、黒澤　一、上月正博、江藤
文夫：表情および動作解析システムHEAMSIを用いたリハビリテーション
評価への応用とその検討。第42回日本リハビリテーション医学会学術集会、
金沢市、2005．6．17．
180．今西里任、金澤雅之、石田篤子、河村孝幸、山川麻貴、森　信芳、長坂　誠、
小川美歌、伊藤　修、南　尚義、吉田俊子、上月正博：当科における急性心
筋梗塞回復期心臓リハビリテーション後の長期予後。第11回日本心臓リハ
ビリテーション学会、大阪市、2（M5．7．17．
181．今西里任、金澤雅之、石田篤子、河村孝幸、山川麻貴、森　信芳、長坂　誠、
小川美歌、伊藤　修、南　尚義、吉田俊子、上月正博：当科における急性心
筋梗塞回復期心臓リハビリテーション後の長期予後。第1回宮城心臓リハビ
リテーション研究会、仙台市、2005．7．23．
182．今西里任、金澤雅之、石田篤子、河村孝幸、山川麻貴、森　信芳、長坂　誠、
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ぼめ呼吸にノーズクリップは必要ない。第14回日本呼吸管理学会学術集会、
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人における口すぼめ呼吸の呼吸抵抗の変化について。第14回日本呼吸管理
学会学術集会、大官、2∝蜂．8．
185．佐野裕子、黒澤　一、上月正博：口すぼめ呼吸における鼻咽頭閉鎖機構に
ついて．第10回日本摂食・囁下リハビリテーション学会学術大会、新潟、2（XM．9．
186．佐野裕子、黒澤　一、松本香好美、森　直樹、山川麻貴、新里純子、上月
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ア研究会、秋田市、2（氾5．1．29．
187．佐野裕子、黒澤　一、松本香好美、森　直樹、上月正博：COPD患者にお
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回東日本包括的呼吸ケア研究会，秋田市、2（氾5．1．29．
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ける口すぼめ呼吸の呼吸抵抗の変化について。第15回日本呼吸管理学会学
術集会、仙台市、2（氾5．7．29．
1弧佐野裕子、黒澤　一、松本香好美、森　直樹、香取幸夫、小林俊光、上月
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純子、森　信芳、長坂　誠、小川美歌、伊藤　修、黒澤　一、南　尚義、田
熊淑男、上月正博：血液透析患者に対する長期的運動療法による運動耐容能
改善効果。第18回日本リハビリテーション医学会東北地方会、秋田市、
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193．石田　篤子、河村　孝幸、松本　香好美、今西　里任、中井　祐之、千葉　有
希子、藤田　和樹、鈴木　玲子、上月　正博：Regionaladiposityandadipokines
levelsfo110wing3－mOnthresistancetrainingforthefrailelderly。介護予防筋力ト
レーニングと脂肪分布および血中アディポカインの関係。第16回日本臨床
スポーツ医学会学術集会、東京、2005．11．5．
194．後藤葉一、斎藤宗靖、岩坂寿二、代田浩之、上月正博、上嶋健治、牧田　茂、
安達　仁、横井宏任、大宮一人、三河内弘、横山広行（厚生労働省循環器病
研究委託費（15指－2）「わが国における心疾患リハビリテーションの実態調査
と普及促進に関する研究班」）：わが国における急性心筋梗塞の診療に関する
全国調査：PCIと心臓リハビリテーションの普及実態。第19回日本冠疾患学
会学術集会、大阪市、2（粕5．12且
195．GotoY，SaitouM，IwasakaT，DaidaH，KohzukiM，UeshimaK，MakitaS，Adachi
H，YokoiH，0miyaK，MikouchiH，YokoyamaH（JapaneseCardiacRehabilitation
Research Group（Ministry of Health，Labor，and Welfare15A－2）：Imbalance of
managementofacutemyocardialinfarctioninJapan：Nationwidesurveyofcardiac
rehabilitation．701hMeetingofJapaneseCirculationSociety、名古屋市、2006．3．25．
196．SaitoM，UeshimaK，SaitouM，lwasakaT，DaidaH，KohzukiM，MakitaS，Adachi
H，Yokoi H，Omiya K，Mikouchi H，Yokoyama H・Goto Y（Japanese Cardiac
Rehabilitation ResearCh Group（Ministry ofHealth，Labor，and Welfare15A－2）：
SafetyofexercisecardiacrehabilitationafteracutemyocardialinfarctioninJapan：a
Nationwide survey．70－h Meeting ofJapanese Circulation Society、名古屋市、
2（X）6．3．25，
197．DobsakIミSiegelovaJ，VitivwcJ，KohzukiM，ImachiK，NittaS，VaskuJ，Richer
JC，WolfJC：Effetcsofskeletalmusclestimulationonexercisecapacityandheartrate
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198．杉　任彦、黒澤　一、上月正博、千田倍和、石山志保、鈴木美事：重症心
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出版物
1．原田　卓、上月正博：エビデンスに基づいた2型糖尿病の運動療法。EBMジ
ャーナル、中山書店、5：436－441，2004．
2．黒澤　一、上月正博：呼吸リハビリテーションのガイドラインをめぐって。
呼吸と循環、医学書院、53：50ト507，2（氾5．
3．黒澤　一、上月正博：呼吸リハビリテーションガイドラインの歴史とエビデ
ンス。日本胸部臨床、克誠堂出版、糾：195－203，2005．
4．金澤雅之：高血圧。在宅脳卒中患者の外来治療、Monthly Book Medical
Rehabilitation、株式会社全日本病院出版会、46：9－16，2（旧4．
5．金澤雅之、原田　卓、上月正博：脳血管疾患。運動処方・運動指導一実践フ
ァイル、臨床スポーツ医学、文光堂、21：61－66，2（XM．
6．金澤雅之：最大酸素摂取量。障害と活動の測定・評価ハンドブック一機能か
らqOLまで－、株式会社南江堂、pp62－65，2005．
7．金澤雅之、上月正博：心不全のリハビリテーション、先端医学シリーズ36「リ
ハビリテーション医学の新しい流れ」、先端医療技術研究所、pp288－293，2005．
8．金澤雅之：運動療法。透析患者のQOL向上のために、Journalof Clinical
Rehabilitation、医歯薬出版株式会社、15：208－212，2（髄．
9．金澤雅之、上月正博：1．腎機能障害と運動。【4】泌尿器疾患のリハビリテーシ
ョン、内部障害のリハビリテーション、リハビリテーションMOOK No．14、
金原出版株式会社、pp43－49，2（X帖．
10．上月正博：在宅脳卒中患者の現状と問題点。特集／在宅脳卒中患者の外来治
療．MonthlyBookMedicalRehabilitation、株式会社全日本病院出版会、46：1－8，
2tXI4．
11．上月正博：VasoactivepePtides一ccntralnervoussystem。2∝綿lSHHIGHLIGHTS、
株式会社メディカル・ジャーナル社、pp50－53，2004．
12．上月正博：心臓リハビリテーション。リハビリテーションー医療とリハビ
リテーションの広がり、カレントテラピー、株式会社ライフメディコム、
22：39－41，2（X何．
13．上月正博：リハ総合実施計画書に対する意見。JournalofClinicalRehabilitation、
医歯薬出版株式会社、13：59，2∝拘．
14．上月正博：Departmentofinternalmedicine＆rehabilitationmedicine。巻頭言・
総合リハビリテーション、医学書院、32：105，2∝拘．
15．上月正博：内部障害。ADL・IADL訓練とQOL、リハビリテーションMOOK
No．9、金原出版株式会社、pp122－134，2∝軋
16．上月正博：急性心筋梗塞後の心臓リハビリテーション：エビデンスと最新
の動向。モダンフィジシャン、新興医学出版社、24：42ト426，2004．
17．上月正博：脳卒中のリハビリテーション。エキスパートナースMOOK高齢
者ケアマニュアル新版、照林社、pp294－298，2（X叫．
18．上月正博：学会報告2。HomeCare Medicine　Antumn2005、メディカルト
リビューン社、pp71，2005．
19．上月正博：The3rdWorldCongressofISPRM。リハニュース、26＝10，2005・
20，上月正博：編集後記。NEWSLETTER、国立大学病院理学療法・リハビリテ
ーション部門代表者会議、14：38，2（氾5．
21．上月正博：NEWSLErTER。国立大学病院理学療法・リハビリテーション部
門代表者会議、15：ト28，2005．
22．上月正博：東北大学内部障害リハビリテーション科。内部障害とリハビリ。
病院情報ファイル、週刊文春、財団法人日本文学振興会、12月29日号、p72，2005．
23．上月正博：呼吸・循環。障害と活動の測定・評価ハンドブック：機能から
qoLまで、南江堂、pp55－61，2005．
24．上月正博：内部障害とリハビリテーション：最近の話題。日本医事新報、
株式会社日本医事新報社、4260：1－7，2腑．
25．上月正博：特集：透析患者のQOL向上のために：特集にあたって。Joumalof
ClinicalRehabilitation、医歯薬出版株式会社、15：201，2∝旭．
26．小川美歌、上月正博：心臓機能障害のあるお客様の場合。高齢者・障害者
に対する接客サービス従事者研修テキスト　社団法人シルバーサービス振興
会、中央法規出版、pp157－161，2005．
27，小川美歌、上月正博：心臓機能障害のあるお客様の場合。ハートフル美容
師養成研修用テキスト、社団法人シルバーサービス振興会、中央法規出版、
pp192－196，2005．
28．伊藤　修、伊藤貞嘉：レニンーアンジオテンシン系と腎機能。臨床分子内
分泌学（2卜心血管内分泌代謝系（下）－、日本臨休増刊、日本臨休社、63：78－84，
2（X）5．
29．伊藤　修、伊藤貞嘉：カリクレインーキニン系遺伝子改変動物。臨床分子
内分泌学（2卜心血管内分泌代謝系（下）一、日本臨休増刊、日本臨休社、
63：381－386，2（泊5．
30．伊藤　修、伊藤貞嘉：RAS阻害薬は腎疾患に対する魔法の薬か。Molecular
Medicine、中山書店、42：518－524，2（氾5．
31．伊藤　修、伊藤貞嘉：糸球体過剰濾過。糖尿病性細小血管症一基礎・臨床
アップデート一、日本臨床増刊、日本臨休社、63：331－335，2（氾5．
32．伊藤　修、伊藤貞嘉：腎実質性・腎血管性高血圧。高血圧UPDATE、医学
のあゆみ、医歯薬出版株式会社、214：357－360，2005．
33．伊藤　修、伊藤貞嘉：腎血管性高血圧。改訂第4版　疾患別最新処方（矢
崎義雄、菅野健太郎監修）、メジカルビュ一社、pp570－571，2005．
34．伊藤　修、伊藤貞嘉：高血圧性腎硬化症。改訂第4版　疾患別最新処方（矢
崎義雄、菅野健太郎監修）、メジカルビュ一社、pp572－573，2005．
35．伊藤　修、伊藤貞嘉：ACEとARBの併用の有用性。ARBの新しい展開r
臓器保護と降圧効果（藤田敏郎編集）、日本医学出版、pp183－187，2005．
36．伊藤　修：就労，雇用の現状と課題。透析患者の（pL向上のために、Journal
ofClinicalRehabilitation、医歯薬出版株式会社、15：202－207，2006．
37．佐々木裕子、金澤雅之、上月正博：食生活改善，栄養指導など他のアプロ
ーチの可能性。JournalofClinicalRehabilitation、医歯薬出版株式会社、14：806－811，
2（X）5．
TOUR ： Tohoku University Repository 
コメント・シート 
 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学
在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOURに登録
しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TOUR 
http://ir.library.tohoku.ac.jp/ 
 
